






 

〔はじめに〕 

当院には、PMD 患者の病棟が 4 病棟、ベット数は 160 床ある。年令は、満 5

才から 65 才まで体重は 18kg から 76kg と幅が広く重度の患者が多数いる。その

ため、看護業務の内容及び看護力の過重など深く問われているのが現状である。 

 業務内容は殆んどが、日常生活の援助である。その中でも排泄に関する援助

は、看護力の比重の大半を示めており、大きな問題と言っても過言ではない。

そして又患者の多くは、病苦よりも目分自分で自分のことができないことにい

らだちと苦しみを訴えている。 

 患者ケアーに当たる看護者にとって、より容易に、かつ援助しやすく、患者

にとっても容易に援助を依頼することができるように、種々の看護機器の工夫、

改良がなされている。 


